
北栄町議会 一般会議 記録用紙 

 

 

日  時 
 令和４年８月５日（金） 

 午後３時～ 午後 4時 38分 

実施場所  鳥取中央育英高等学校内 豊田記念会館 

参加者数 団体名 鳥取中央育英高等学校同窓会 3 人 

主催者側 議員 13人  事務局 ２人 

司 会 者  町田貴子 

記 録 者  油本朋也 蓑原美百合 

会議記録 １開  会 総務教育常任委員会 町田委員長 

２あいさつ 津川議長、佐伯同窓会長 

３出席者紹介 出席者自己紹介 

４意見交換 

佐伯会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・昨年と一昨年の定員割れがショック。原因を中部全体で考え

るべき時期に来た。 

・普通科の受験は全県可能。県中部は出る数のほうが多い。この

学校だけで解決は無理。 

・生徒が勉強や運動に希望を持てる学校を目指したい。 

・同窓会としてできることとして「同窓生の美術展」「同窓生の

寄付（一口 2000円）」を始め、なんとか学校が元気になるよう努

力した。 

・しかし地元から来ない。以前は大栄、北条、東伯、赤碕で 95％。

今は倉吉からが多い。魅力づくりに地域の声を生かしたい。 



田 中 精 一

（同窓会） 

 

斉尾議員 

佐伯会長 

 

 

前田議員 

 

 

中山議員 

 

野田議員 

 

佐伯会長 

 

津川議長 

 

秋山議員 

 

長谷川議員 

 

 

中山議員 

・県の通学助成 7000円で県内の進学先の選択肢が増えた。 

・スポーツ関連は人数が大切。有名校に集まってしまう。 

・廃校になれば町はさびれる。 

・学校の存続を考えるならこの制度の影響を検証するべきでは。 

・データが何もない。同窓会は具体的な生徒の移動は把握して

いない。 

・今日は校長が具体例を挙げて説明の予定だった。 

・育英高校のブランドが堕ちている。生徒の学力を上げるべき。

学力を向上させる学校を選ぶのが親の気持ち。 

・通学助成金がなくても子どもは行きたいところへ行く。 

・卒業後の生徒の就職や進学に責任をもって接しているか。偏

差値が下がっているのは、中学生は見ている。 

・以前は各高校に特色があったが今は平準化している。独自色

は不可欠。合併当時からの生徒数の変化を知りたい。 

・学校再編成方針を県は中部地区では学校減ではなく、学級減

で対応している。次は学校減へ向かうのではないか。 

・生徒の進路保証が大切。偏差値では選んでもらえない。同窓会

が再建の大きな柱になるべき。 

・次回は中学生の高校選択の理由を知りたい。子供の移動数を

把握し事実に基づいて話を進めるべき。 

・人口減かつ少子化の中で学校存続には別々でなく一体となっ

て県にアピールすべき。 

・各人の問題点に合わせ学力を向上させることを目指すべき。 

・昨年からある学校運営協議会の 6月 22日の報告書に「中学生



 

 

蓑原議員 

佐伯会長 

油本議員 

 

 

 

にとっての魅力づくり」があったが、そこで止まっていないか。

そこに同窓会メンバーが入り発言権を得てはどうか。 

・同窓会に存続の検討会があるか。 

・ない。皆で心配しながら話している。 

・再建には内輪の話し合いでは限界。狭い県内での限られた生

徒の奪い合いなら、専門的知識を有する外部組織に委ねること

も視野に。 

 

 

 

５あいさつ 斉尾副議長 

６閉会 町田委員長 

特記事項 ＊校長が欠席。学校側からの出席者なし。 

 


